
平成２１年１１月９日（金）１７時より、鳩山会館において「日中友愛交流会」が開催された。これは在日中国大使館の湯本淵公使
参事官の要請を受け開催されたもので、在日中国大使館からは、一等書記官、二等書記官など、若手大使館員が２０名参加、日本友愛
青年協会からは、川手正一郎常務理事、鶴巻克雄常務理事をはじめ、友好交流のため鳩山友愛塾第一期修了生の有志が参加した。
次代を担うという情熱を共通項目に、同年代の日中両国の青年等は、懇親会で旧知の友のように親しく語らいの時をもった。
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か
ら
の
ご
縁
で
あ
る
。

そ
の
後
、
湯
公
使
参
事
官
は
、

中
国
外
務
省
勤
務
と
な
り
、
北

京
で
の
二
ヶ
月
を
過
ご
し
た
後

在
日
中
国
大
使
館
に
赴
任
さ
れ

た
。
日
本
で
の
勤
務
を
始
め
ら

れ
た
湯
公
使
参
事
官
か
ら
、
早

速
友
愛
に
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
友
愛
交
流
会
が
企

画
さ
れ
た
。

湯
本
淵
公
使
参
事
官
が
「
友

愛
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
第
十
六

次
（
本
年
度
予
定
）
ま
で
続
い

て
い
る
、
本
協
会
が
行
っ
て
い

る
植
林
事
業
で
の
交
流
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
折
り
、
参
考

ま
で
に
と
お
渡
し
し
た
『
友
愛

理
解
の
た
め
に
』
を
熟
読
し
て

く
だ
さ
っ
た
そ
う
だ
。
さ
ら
に

は
、「
素
晴
ら
し
い
内
容
だ
か

ら
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
湯
本
淵
公
使
参
事

官
自
ら
完
璧
な
中
国
語
に
翻
訳

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

今
回
の
交
流
会
で
も
、
基
と

な
る
資
料
と
し
て
、『
友
愛
理

▼
十
一
月
を
霜
月
と
い
う
が
、

こ
の
頃
に
な
る
と
霜
が
降
り
た

の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
昨
今
、

都
会
に
住
む
人
は
も
と
よ
り
、

暮
ら
し
の
な
か
で
霜
に
な
じ
ん

で
い
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ

ろ
か
。
地
球
温
暖
化
な
ど
自
然

界
の
変
化
が
原
因
な
の
か
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆
わ
れ
た
、
人

工
的
な
街
づ
く
り
が
原
因
な
の

か
、
双
方
か
も
し
れ
な
い
。
▼

霜
に
限
ら
ず
、
霜
柱
と
な
る
と
、

今
で
は
田
舎
で
も
見
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

子
供
の
こ
ろ
、
寒
さ
の
中
で
白

い
息
を
吐
き
な
が
ら
、
霜
柱
を

踏
み
、
そ
の
ザ
ク
ザ
ク
と
い
う

感
触
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
思
う

と
、
近
頃
の
子
供
は
可
哀
想
で

も
あ
る
。
▼
作
ら
れ
た
も
の
、

与
え
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
は
、
一
見
便
利

で
文
化
的
に
見
え
る
が
、
人
間

の
も
つ
「
創
造
性
」「
挑
戦
心
」

を
発
揮
す
る
機
会
が
な
い
か

ら
、
結
局
は
、
人
間
の
独
自
性

を
損
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
▼
創
造
し
た

り
、
想
像
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

人
間
と
動
物
を
区
分
け
る
一
つ

の
線
だ
と
思
う
。
時
評
子
は
、

職
業
柄
も
あ
っ
て
、
書
物
を
読

む
機
会
が
多
い
が
、
子
供
の
こ

ろ
か
ら
家
の
書
庫
に
あ
っ
た
漱

石
を
読
み
な
が
ら
も
、
自
分
な

り
に
そ
の
人
物
像
な
ど
を
想
像

し
て
楽
し
ん
だ
。
そ
れ
も
書
物

の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

▼
そ
の
頃
の
経
験
が
役
立
っ
て

と
い
う
訳
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、
こ
う
し
て
時
評
の
執
筆
な

ど
、
文
章
を
創
造
す
る
こ
と
が

苦
に
な
ら
な
い
。
良
い
文
章
、

良
い
書
物
に
親
し
む
こ
と
は
、

人
生
に
お
け
る
最
良
の
友
を
得

る
こ
と
と
思
う
。

（
え
ふ
）

題字：鳩山威一郎

「
論
語
」
を
引
用
し
、「
友
愛
」
の
理
念
、

考
え
方
を
重
ね
解
説
。「
利
他
」（
人
の
為

に
）
が
基
で
す
。
と
川
手
常
務
理
事

参
加
者
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
。
若

手
大
使
館
員
は
、
全
員
が
日
本
語
を
学
ん

で
い
る
。
言
葉
を
逃
さ
ず
メ
モ
す
る
姿
も

講
演
を
終
え
た
後
、
鳩
山
友
愛
塾
一
期
修

了
生
と
交
歓
の
ひ
と
と
き
を
。
言
葉
の
壁

を
超
え
、
若
者
の
盛
り
上
が
り
が

「
友
愛
」
は
中
国
、
日
本
に
限
ら
ず
、
人

間
と
し
て
必
要
な
考
え
で
す
。
と
流
暢
な

日
本
語
で
語
る
湯
本
淵
公
使
参
事
官

「
友
愛
」
に
の
解
説
に
聞
き
入
る
大
使
館

職
員
の
方
々
。
手
に
し
て
い
る
の
は
『
友

愛
理
解
の
た
め
に
』
日
本
語
・
中
国
語
版

津
々
で
、
鳩
山
会
館
内
の
見
学

も
予
定
に
含
ま
れ
た
。

風
邪
の
た
め
急
遽
欠
席
さ
れ

た
井
上
和
子
理
事
長
代
行
に
代

わ
り
、
川
手
正
一
郎
常
務
理
事

が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
在
日
中
国
大
使
館
湯

本
淵
公
使
参
事
官
が
、
本
交
流

会
開
催
が
実
現
し
た
こ
と
へ
の

謝
辞
を
述
べ
た
。

在
日
中
国
大
使
館
湯
本
淵
公

使
参
事
官
は
、
日
本
友
愛
青
年

協
会
の
行
っ
て
い
る
公
益
事
業

「
中
国
に
お
け
る
植
林
活
動
」

の
中
国
側
窓
口
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
全
中
華
青
年
連

合
会
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
た
。「
友
愛
」
と
は
そ
の
時

友
愛
を
語
る
に
最
も
相
応
し

い
場
所
「
鳩
山
会
館
」
を
会
場

に
定
め
、
一
般
公
開
終
了
後
の

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
の
開
会

と
し
た
。

最
近
は
、
一
般
公
開
で
も
大

勢
の
方
が
訪
れ
る
鳩
山
会
館

は
、
日
本
を
勉
強
し
て
い
る
大

使
館
の
方
々
に
と
っ
て
も
興
味

「
日
中
友
愛
交
流
会
」
は
、

友
愛
を
絆
と
し
て
、
日
中
国
民

の
友
好
と
親
善
を
進
め
、
相
互

の
平
和
と
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
趣
意
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
、「
日
本
友
愛
青
年
協
会

寄
付
行
為
」（
事
業
目
的
）
の

中
、
国
際
交
流
を
実
践
す
る
公

益
事
業
の
一
つ
と
な
る
。



と
、「
友
愛
」「
日
本
友
愛
青
年

協
会
」
に
つ
い
て
の
、
基
礎
的

な
こ
と
が
お
解
り
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

是
非
お
手
に
と
っ
て
、
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
友

愛
理
解
の
た
め
ご
活
用
を
お
願

い
し
た
い
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
が
発
行

す
る
、「
友
愛
」
に
つ
い
て
の

公
式
な
解
説
書
『
友
愛
理
解
の

た
め
に
』
は
、
英
語
、
中
国
語

に
も
翻
訳
さ
れ
、
時
に
応
じ
た

活
用
が
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
広
く
配
布
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

日
本
友
愛
青
年
協
会
事
務
局
に

も
「
友
愛
と
は
何
で
す
か
」、

「
ど
う
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で

す
か
」
と
い
っ
た
内
容
の
問
い

合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
度
の
鳩
山
由
紀

夫
前
理
事
長
の
内
閣
総
理
大
臣

就
任
以
来
、「
友
愛
」
と
い
う

言
葉
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世

界
的
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
て

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

近
は
、
連
日
、
一
千
人
を
超
す

来
館
者
が
あ
る
と
い
う
鳩
山
会

館
で
も
「
友
愛
」
に
つ
い
て
の

質
問
が
多
い
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
現
象
を
ふ
ま
え

た
観
点
か
ら
も
、「
友
愛
」
に

つ
い
て
の
解
り
や
す
い
解
説
書

の
作
成
は
必
要
で
あ
っ
た
。

併
せ
て
、
今
回
の
公
益
法
人

法
の
改
正
を
う
け
、
今
後
の
財

団
の
新
し
い
か
た
ち
を
検
討
し

て
い
る
現
在
（
二
十
年
度
新
法

検
討
委
員
会
・
二
十
一
年
度
定

款
等
作
成
委
員
会
）、「
友
愛
」

の
普
及
に
関
し
て
、
積
極
的
な

活
動
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
は
、
前
述
の
状
況
を
鑑
み
、

一
つ
の
展
開
、
試
み
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
４
版
（
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
）

一
枚
を
三
つ
折
り
に
し
た
か
た

ち
で
、
気
軽
に
配
布
で
き
、
受

け
取
っ
た
方
も
、
手
軽
に
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
え

ら
れ
た
。

「
友
愛
と
は
」
で
代
表
さ
れ

る
表
題
の
と
お
り
、
こ
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
た
だ
く

日
本
友
愛
青
年
協
会
中
嶋
信
行
理
事
が
、
十
月
六
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
中
嶋
理
事
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
と
の
友
好
交
流
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
の
関
係
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
労
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
よ
り
「
名
誉
会
員
」
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
、
二
十
回
を
迎
え
る
現
在
に
至
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
両
方
を
融
合
さ
せ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
が
実
現
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
し
、
中
嶋
理
事
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（３） 平成２１年（２００９年）１１月１０日 友　 愛 第５０２号

日
本
友
愛
青
年
協
会
理
事
、

中
嶋
信
行
君
が
、
闘
病
む
な
し

く
、
十
月
六
日
早
朝
、
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

行
年
八
十
一
歳
。
生
ま
れ
育

っ
た
故
郷
、
福
岡
県
八
女
市

「
ま
ご
こ
ろ
会
館
」
で
の
葬
儀

に
は
、
鳩
山
由
紀
夫
前
理
事
長
、

鳩
山
邦
夫
、
井
上
和
子
の
両
副

理
事
長
、
川
手
正
一
郎
、
鶴
巻

克
雄
の
両
常
務
理
事
の
各
役
員

よ
り
、
生
花
及
び
弔
電
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連

盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
シ
ュ
ス
ラ
ー

会
長
か
ら
も
、
心
情
溢
れ
る
弔

文
が
届
き
ま
し
た
。

中
嶋
組
を
創
立
、
各
界
の
信
頼

も
厚
く
、
事
業
は
伸
び
、
九
州

に
支
社
を
つ
く
る
程
の
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。

友
愛
に
は
私
が
紹
介
し
、
主

と
し
て
「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ

ン
ク
ー
ル
」
と
「
オ
ー
ス
ト
リ

ア
勤
労
青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ

Ｂ
）」
と
の
交
流
に
協
力
し
、

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し

た
。趣

味
と
し
て
作
詩
家
、
古
伊

万
里
の
収
集
家
。
骨
董
に
関
し

て
は
玄
人
並
み
の
見
識
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

誠
に
惜
し
い
人
物
で
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

私
も
親
友
と
し
て
、
通
夜
、

葬
儀
に
参
列
、
弔
辞
を
述
べ
、

尽
き
ぬ
別
れ
を
惜
し
み
ま
し

た
。友

愛
ク
ラ
ブ
の
川
辺
辨
君

も
、
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

思
え
ば
、
彼
と
は
、
昭
和
二

十
三
年
春
、
富
士
の
麓
、
日
大

三
島
予
科
で
顔
を
合
わ
せ
、
亡

く
な
る
ま
で
の
六
十
一
年
間
、

永
き
交
友
で
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
卒
業
、
彼
は

松
本
瀝
青
に
入
社
、
営
業
の
か

た
わ
ら
日
大
夜
間
の
土
木
科
に

学
び
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
と

い
う
努
力
の
人
で
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
独
立
し
て

故
中
嶋
信
行
理
事
（
写
真
上
）

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
シ
ュ
ス
ラ
ー
会
長
（
左
）
と
ビ

ン
マ
ー
専
務
理
事
（
右
）
と
一
緒
に

友
愛
に
尽
く
し
た
友
　
　
日
本
友
愛
青
年
協
会
理
事
　
奥
田
吉
郎

＊
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
ご
希
望
の

方
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

ど
で
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
集
会
・
講
演
会
等
で
ご
利

用
の
場
合
は
、
開
催
日
時
、
主

催
な
ど
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

＊
『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』

も
ご
用
意
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、『
友
愛
理
解
の
た

め
に
』
は
、
日
本
友
愛
青
年
協

会
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
頂
け
ま
す
。



岩
手
大
学
教
育
学
部
芸
術
文

化
課
程
卒
業
。
東
京
芸
術
大
学

音
楽
学
部
声
楽
科
を
経
て
、
同

大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
声
楽

専
攻
二
年
次
在
学
中
。
声
楽
を

佐
々
木
正
利
、
朝
倉
蒼
生
、
秦

貴
美
子
、
寺
谷
千
技
子
の
各
師

に
師
事
。

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
声

楽
科
卒
業
。
同
大
学
院
修
了
。

第
五
八
回
全
日
本
学
生
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
（
大

学
・
一
般
の
部
）
第
一
位
。

オ
ペ
ラ
や
宗
教
曲
の
ソ
リ
ス

ト
と
し
て
様
々
な
演
奏
会
に
出

演
。大

澤
壯
吉
、
高
橋
大
海
、
渡

邊
明
の
各
氏
に
師
事
。

日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
会

員
。

―
学
生
の
部
―

福
島
県
出
身
。
県
立
福
島
高

校
在
学
中
、
合
唱
部
へ
入
部
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
声
楽
を

始
め
る
。
現
在
国
立
音
楽
大
学

音
楽
学
部
演
奏
学
科
声
楽
専
修

四
年
在
学
中
。
歌
曲
・
ソ
リ
ス

ト
コ
ー
ス
に
在
籍
。
声
楽
を
こ

れ
ま
で
伊
藤
絢
子
、
伊
藤
勲
、

佐
藤
峰
子
、
澤
畑
恵
美
の
各
氏

に
師
事
。

宮
西

一
弘

国
立
音
楽
大
学
声
楽
科
卒

業
。
同
大
学
院
（
ド
イ
ツ
歌
曲
）

修
了
。

二
期
会
オ
ペ
ラ
研
修
所
第
四

八
期
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
修
了
。

優
秀
賞
及
び
奨
励
賞
受
賞
。

第
十
四
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
新
人
コ
ン

サ
ー
ト
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合

格
。
第
十
九
回
日
本
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
。
奥
田
良
三
賞
受

賞
。
第
二
八
回
飯
塚
新
人
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
。
二
期
会
会

員
。

第
十
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
高
校
の
部
入
選
。
二

〇
〇
八
年
五
月
に
桐
朋
学
園
声

楽
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
二
〇

〇
九
年
六
月
に
仙
台
市
立
東
二

番
町
幼
稚
園
創
立
百
三
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
二

〇
〇
六
年
桐
朋
学
園
大
学
声
楽

科
卒
業
。
二
〇
〇
九
年
同
大
学

研
究
科
声
楽
科
専
攻
修
了
。
声

加
耒

徹

岩
田

真
奈

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
声

楽
科
卒
業
。
同
声
会
賞
受
賞
。

二
〇
〇
八
年
芸
大
メ
サ
イ
ア
の

ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
。
今
ま
で

オ
ペ
ラ
で
は
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ

ァ
ン
ニ
」
の
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル

の
他
、「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト

ゥ
ッ
テ
」「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

「
魔
笛
」「
愛
の
妙
薬
」「
ホ
フ

マ
ン
物
語
」
等
の
主
要
キ
ャ
ス

ト
を
務
め
て
い
る
。

村
元

彩
夏

原
田

勇
雅

山

圭
子

草
刈

伸
明

國
井

陽
子

込
山
由
貴
子

小
林

良
子

国
立
音
楽
大
学
卒
業
。
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
、
東
京
文
響
楽
団
と
数
々
の

宗
教
曲
、
第
九
の
ア
ル
ト
ソ
ロ

と
し
て
出
演
。
第
十
三
回
友
愛

ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
、
第

十
三
回
日
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
コ

ン
ク
ー
ル
、
第
五
回
長
久
手
国

際
オ
ペ
ラ
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等

で
入
賞
。
こ
れ
ま
で
に
木
村
俊

光
、
毛
利
準
、
ク
ル
ト
ヴ
ィ
ト

マ
ー
各
氏
に
師
事
。

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
音
楽

学
部
声
楽
学
科
卒
業
。
同
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

そ
の
後
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

国
際
親
善
奨
学
生
と
し
て
渡

墺
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学

研
究
課
程
リ
ー
ト
・
オ
ラ
ト
リ

オ
科
修
了
。
小
野
村
和
弘
、
白

尚
美
学
園
短
期
大
学
音
楽
学

科
声
楽
専
攻
卒
業
。
二
期
会
オ

ペ
ラ
研
修
所
第
四
七
期
マ
ス
タ

ー
ク
ラ
ス
修
了
。
修
了
時
に
優

秀
賞
受
賞
。
第
十
六
回
日
本
声

楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
、
田
中
路

子
賞
受
賞
。

第
十
六
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
入
選

こ
れ
ま
で
に
角
丸
裕
、
佐
橋

美
起
、
平
島
誠
也
の
各
氏
に
師

事
。
二
期
会
会
員
。

石
敬
子
、
後
藤
由
紀
子
、
Ｒ．

フ
ァ
ル
テ
ィ
ン
、
Ａ
・
ハ
ー
ス
、

Ｗ．

モ
ー
ア
の
各
師
に
師
事
。

楽
を
佐
藤
佳
子
、
木
村
俊
光
氏

に
師
事
。

千
葉
県
立
津
田
沼
高
等
学
校

卒
業
。
武
蔵
野
音
楽
大
学
を
首

席
で
卒
業
。

同
大
学
卒
業
演
奏
会
お
よ
び

平
成
二
〇
年
度
卒
業
生
に
よ
る

新
人
演
奏
会
、
第
三
八
回
千
葉

県
新
人
演
奏
会
、
第
七
九
回
読

売
新
人
演
奏
会
に
出
演
。

二
〇
〇
九
年
八
月
中
越
沖
地

震
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

て
独
唱
。
声
楽
を
田
口
宗
明
、

田
口
久
仁
子
、
Ｅ
・
オ
グ
ラ
ス

ツ
ォ
ワ
、
Ｃ
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の

各
氏
に
師
事
。

第
二
十
回
の
記
念
の
回
を
迎

え
た
「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ

ー
ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
選
会

出
場
者
十
名
が
決
定
し
た
。

今
年
度
は
、
平
成
二
十
一
年

十
月
二
七
日
（
火
）
に
文
京
シ

ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル
に
て
第
一
次

予
選
が
、
同
月
三
〇
日
（
金
）

に
上
野
の
旧
奏
楽
堂
に
て
二
次

予
選
が
行
わ
れ
た
。

一
次
予
選
、
二
次
予
選
を
通

過
し
、
見
事
本
選
会
の
出
場
権

を
得
た
の
は
十
名
、
こ
こ
に
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
と
写
真
で
ご
紹
介

し
た
い
。（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・

写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
掲
載
の
た
め
、
ご
本
人
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
）

本
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
男

性
演
奏
家
の
参
加
が
多
か
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
を

現
す
と
お
り
、
男
性
の
本
選
会

へ
の
出
場
者
も
四
名
、
過
去
最

高
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
審
査
員
の

先
生
方
も
異
口
同
音
に
「
参
加

者
の
質
が
非
常
に
高
い
」
と
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本
選
会
へ

の
出
場
に
至
る
に
は
、
相
当
に

高
度
な
技
術
が
必
要
と
さ
れ
た

よ
う
だ
。

本
選
会
で
の
各
演
奏
家
の
表

現
、
演
奏
に
、
今
か
ら
大
き
な

期
待
が
ふ
く
ら
む
。

本
選
会
は
、
十
二
月
四
日

（
金
）
上
野
の
旧
奏
楽
堂
に
て

十
六
時
四
十
分
か
ら
開
演
と
な

る
。

(

掲
載
は
出
演
順
）

解
の
た
め
に
』
が
用
い
ら
れ
、

日
本
語
、
中
国
語
の
双
方
が

「
友
愛
」
を
実
践
し
た
か
た
ち

と
な
っ
た
。

続
い
て
、
川
手
正
一
郎
常
務

理
事
が
「
友
愛
」
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。
演
題
は
「
人
間

と
友
愛
」。
自
ら
が
歩
ん
で
来

た
友
愛
の
軌
跡
、
な
ぜ
い
ま
友

愛
な
の
か
、
友
愛
の
本
質
は
母

性
愛
で
あ
り
、
利
他
（
り
た
・

他
の
人
の
た
め
に
）
で
あ
る
と
、

熱
を
込
め
て
の
講
演
で
あ
る
。

若
手
大
使
館
員
の
方
々
は
、

う
な
ず
い
た
り
、
時
折
は
難
し

い
熟
語
に
辞
書
を
引
い
た
り
、

あ
る
い
は
隣
の
人
に
確
認
し
た

り
と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
講
義

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

講
演
終
了
後
は
、
参
加
者
全

員
、
後
の
懇
親
会
に
参
加
す
る

鳩
山
友
愛
塾
一
期
修
了
生
も
一

緒
に
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
鳩
山
会
館
一

階
の
各
部
屋
に
、
五
、
六
名
づ

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
来
、
そ
れ

ぞ
れ
話
題
は
違
え
ど
共
通
し
て

い
る
の
は
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

と
、
頷
い
た
り
、
質
問
し
た
り

の
活
発
な
交
流
。
各
人
が
旧
知

の
友
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
う

ち
解
け
て
話
が
弾
ん
で
い
る
。

本
協
会
の
植
林
活
動
に
参
加

し
た
修
了
生
も
お
り
、
自
分
の

見
た
中
国
に
つ
い
て
の
話
題
も

で
て
い
る
。
日
本
語
を
ど
う
し

て
そ
ん
な
に
上
手
に
話
せ
る
の

か
と
、
感
嘆
の
声
も
あ
る
。
や

が
て
、
懇
親
の
ひ
と
と
き
を
経

て
、
双
方
と
も
名
残
は
尽
き
ぬ

様
子
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず

第
一
回
の
交
流
会
を
終
え
る
時

間
が
来
た
。

鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
が
、
是

非
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
い
つ
で
も
仲
良
く
話
し
合
い

を
し
ま
し
ょ
う
と
、
閉
会
の
挨

拶
を
の
べ
、
会
を
終
了
し
た
。
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◆
土
、
日
に
な
る
と
必
ず
二
〜

三
時
間
散
歩
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
歩
く
距
離
は
一
〇
キ

ロ
ぐ
ら
い
が
目
処
で
す
。
東
京

は
細
か
な
路
地
が
多
く
、
東
西

南
北
ど
ち
ら
の
方
向
で
も
一
寸

工
夫
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
生

活
や
風
景
が
楽
し
め
、
一
年
中

飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
も
家
内
と
二
人
で
三
時

間
余
り
出
掛
け
て
み
ま
し
た
。

い
つ
も
歩
い
て
い
る
公
園
や
そ

の
付
近
な
の
に
全
く
覚
え
の
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
新
発
見
の

連
続
で
し
た
。
自
分
の
生
活
や

健
康
は
勿
論
、
経
済
的
に
は
靴

一
足
で
事
足
り
、
耳
目
は
冴
え
、

頭
と
体
が
活
性
化
、
ま
さ
に
一

石
二
鳥
の
健
康
法
。
超
お
得
な

お
奨
め
運
動
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

（
Ｋ
）

◆
一
言
に
国
際
交
流
と
い
っ
て

も
、
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
、
民
間

の
草
の
根
レ
ベ
ル
ま
で
様
々
な

異
な
っ
た
カ
タ
チ
が
あ
る
と
思

っ
て
き
た
。
友
愛
の
国
際
交
流

は
、
ど
の
よ
う
な
カ
タ
チ
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
も
、

決
ま
っ
た
一
つ
の
カ
タ
チ
に
当

て
は
ま
ら
な
い
。
友
愛
は
カ
タ

チ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
国
際
交
流

を
し
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

結
局
は
、
ど
ん
な
カ
タ
チ
の
国

際
交
流
も
一
人
一
人
の
心
の
交

流
に
行
き
着
く
と
い
う
こ
と
か

ら
だ
ろ
う
か
。

（
Ｇ
Ｏ
）

◆
新
年
号
を
作
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
も
う
十
一
月
号
で
す
。
そ

し
て
実
際
に
は
新
年
号
の
編
集

に
取
り
掛
か
っ
て
も
い
ま
す
。

「
あ
っ
」
ど
こ
ろ
か
Ａ
の
音
さ
え

出
し
て
い
る
間
も
な
い
程
刻
の

過
ぎ
る
の
が
早
い
の
で
す
。
歳

の
せ
い
だ
と
は
、
決
し
て
思
っ

て
は
い
な
い
の
で
す
が
…
。（
も
）

溌剌と華やかにご挨拶
鳩山幸夫人

90歳を過ぎてなお矍鑠
種田英子副会長

乾杯の音頭を
川手正一郎鳩山会館館長

友愛婦人会とは馴染が深いと
鳩山邦夫衆議院議員

友愛婦人会に育てられましたと
鳩山太郎氏

感謝の辞を述べる
大川米子幹事長

『
読
売
時
事
川
柳
』
で
ご
活

躍
の
服
部
迪
夫
さ
ん
の
作
品

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

時
事
川
柳
　服

部
迪
夫
　
作

―
松
井
・
Ｍ
Ｖ
Ｐ

ゴ
ジ
ラ
か
ら
胴
上
げ
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

―
世
界
一
の
監
督
と
賞
金

王タ
ツ
ノ
リ
と
遼
で
支
え
た
こ

の
一
年

―
子
供
か
ら
大
人
ま
で

列
島
が
エ
コ
エ
コ
エ
コ
の
大

合
唱

講義の後鳩山会館一階のホールで
「音羽の森で」を合唱する塾生達

第12回講義　
鳩山邦夫塾長代行

第10回講義　鳩山由紀夫塾長代行
ビデオレター

第11回講義　
松井孝典教授

第10回講義　
鶴巻克雄運営委員

第10回講義　
川手正一郎塾長補佐

毎
回
の
講
義
、
充
実
の
内
容
と
時
間

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
は
、
真
骨
頂
発
揮
で
充
実
の
講
義
を
実
施

慶び事が更に増えますようにと
成澤廣修文京区長

鳩
山
友
愛
塾
は
、
夏
休
み
を

過
ぎ
、
後
半
の
講
義
に
入
っ
た
。

二
期
生
も
一
期
生
同
様
、
軽
井

沢
友
愛
山
荘
を
利
用
し
て
の
合

宿
を
実
施
す
る
な
ど
、
親
睦
の

度
を
高
め
て
い
る
。

講
義
も
毎
回
、
各
界
の
第
一

線
で
ご
活
躍
の
素
晴
ら
し
い
講

師
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
充

実
の
内
容
、
充
実
の
時
間
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
は
、

九
月
に
内
閣
総
理
大
臣
に
就

任
、
ご
本
人
か
ら
は
「
時
間
を

遣
り
繰
り
し
て
行
き
た
い
」
と

の
意
向
が
入
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
就
任
直
後
、
訪
米
か
ら
帰

国
直
後
の
講
義
予
定
は
流
石
に

時
間
の
都
合
が
つ
か
ず
、
急
遽

川
手
正
一
郎
塾
長
補
佐
、
鶴
巻

克
雄
運
営
委
員
に
よ
る
「
友
愛
」

に
つ
い
て
の
講
義
と
な
っ
た
。

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
か
ら

は
、
寸
暇
を
遣
り
繰
り
し
て
収

録
、
溢
れ
る
想
い
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
届
き
、
塾
生
も
感
激
。

毎
回
の
講
義
終
了
後
、
塾
生

達
は
鳩
山
会
館
一
階
の
ホ
ー
ル

で
、
懇
談
の
時
を
持
ち
、
世
代

を
超
え
、
互
い
の
立
場
を
超
え

た
友
愛
の
交
流
を
実
践
し
て
い

る
。
後
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、

呼
び
か
け
る
者
が
あ
り
、
自
主

的
に
『
音
羽
の
森
で
』（
吉
田

事
務
局
長
作
詞
・
作
曲
。
友
愛

塾
の
為
の
曲
）
を
歌
い
、
親
交

を
深
め
て
い
る
。

…
…
…
…
…

一
〇
月
六
日

第
一
〇
回
　
講
師：

鳩
山
由
紀

夫
塾
長
代
行
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

メ
ッ
セ
ー
ジ
）

川
手
正
一
郎
塾
長
補
佐
及
び
鶴

巻
克
雄
運
営
委
員

「
友
愛
」
に
つ
い
て
、
鳩
山

一
郎
先
生
か
ら
直
接
薫
陶
を
受

け
た
お
二
人
の
重
鎮
が
熱
く
語

る
七
十
分
と
な
っ
た
。
友
愛
の

理
念
を
川
手
塾
長
補
佐
が
、

「
友
愛
青
年
同
志
会
」
の
活
動

に
つ
い
て
鶴
巻
運
営
委
員
が
、

青
春
の
志
抱
い
た
頃
の
情
熱
そ

の
ま
ま
に
語
る
「
友
愛
」
は
迫

力
に
満
ち
て
い
た
。

一
〇
月
二
〇
日

第
十
一
回
　
講
師：

千
葉
工
業

大
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
　
松
井
孝
典
教
授

東
京
大
学
を
退
官
さ
れ
、
ご

自
身
の
研
究
の
核
と
も
い
え
る

研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長
と
し

て
、
千
葉
工
大
に
移
ら
れ
た
松

井
教
授
。「
地
球
維
新
塾
」
の

想
い
を
、
見
事
な
切
り
口
で
展

開
さ
れ
た
。

十
一
月
一
〇
日

第
十
二
回
　
講
師：

鳩
山
邦
夫

塾
長
代
行

お
忙
し
い
時
間
を
遣
り
繰
り

し
て
、
講
義
が
実
現
し
た
。
塾

生
の
眼
差
し
も
期
待
に
溢
れ
て

い
る
。
講
義
開
始
前
、
鳩
山
邦

夫
塾
長
代
行
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
ト
カ
ゲ
、
イ
ヌ
、
モ
グ

ラ
な
ど
、
判
じ
物
の
様
な
生
物

名
を
書
き
始
め
た
。
講
義
は
一

体
と
見
守
る
中
、
鳩
山
邦
夫
塾

長
代
行
が
長
年
に
渡
っ
て
説
い

て
い
る
「
自
然
（
地
球
）
生
態

系
」
の
総
集
編
と
も
い
え
る
話

を
展
開
。
随
所
に
政
治
家
と
し

て
の
意
見
、
理
念
が
盛
り
込
ま

れ
、
正
に
真
骨
頂
発
揮
と
い
え

る
講
義
内
容
と
な
っ
た
。

鳩山会館にて「三慶のお茶会」開催

十
一
月
九
日
（
月
）
十
二
時

よ
り
、
鳩
山
会
館
に
お
い
て
、

友
愛
婦
人
会
が
主
催
す
る
「
三

慶
の
お
茶
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

秋
の
色
が
深
ま
っ
た
鳩
山
会

館
に
は
、
正
装
に
身
を
包
ん
だ

友
愛
婦
人
会
の
会
員
諸
氏
が
顔

を
揃
え
た
。

こ
の
お
茶
会
は
、
例
年
の
お

茶
会
を
特
別
に
「
三
慶
の
お
茶

会
」
と
命
名
し
開
会
さ
れ
た
も

の
で
、
鳩
山
安
子
会
長
の
ひ
と

ま
ず
の
ご
快
癒
、
鳩
山
由
紀
夫

先
生
の
内
閣
総
理
大
臣
ご
就

任
、
鳩
山
邦
夫
先
生
の
衆
議
院

議
員
選
挙
で
の
ご
当
選
と
、
三

つ
の
慶
び
事
を
祝
っ
て
開
催
さ

れ
た
。

鳩
山
安
子
会
長
は
、
ご
快
癒

と
は
い
え
、
ま
だ
会
へ
の
ご
出

席
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
ご
欠

席
で
あ
っ
た
が
、
鳩
山
由
紀
夫

内
閣
総
理
大
臣
の
代
理
と
し

て
、
鳩
山
幸
夫
人
が
ご
出
席
、

溌
剌
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

鳩
山
邦
夫
衆
議
院
議
員
も
ご

出
席
、
友
愛
婦
人
会
と
は
ご
縁

が
深
い
、
私
の
元
秘
書
（
現
区

議
な
ど
）
も
育
て
て
い
た
だ
い

た
。
と
馴
染
み
の
あ
る
婦
人
会

な
ら
で
は
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
日
、
鳩
山
太
郎
氏

が
出
席
、
次
期
参
議
院
議
員
選

挙
へ
の
出
馬
を
表
明
し
、
大
き

な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

鳩
山
太
郎
氏
は
、「
友
愛
婦

人
会
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感

謝
し
ま
す
。
昨
年
の
夏
か
ら
の

お
話
を
、
今
度
こ
そ
実
現
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
婦

人
会
と
は
常
に
親
し
く
交
流
を

重
ね
て
い
る
太
郎
氏
は
、
出
馬

報
告
を
嬉
し
そ
う
に
述
べ
た
。

成
澤
廣
修
文
京
区
長
も
出

席
、
三
つ
の
慶
び
が
更
に
重
な

っ
て
四
つ
の
慶
び
以
上
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
挨
拶
し
た
。

友
愛
婦
人
会
大
川
幹
事
長
か

ら
、
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

種
田
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
た
。

川
手
正
一
郎
鳩
山
会
館
館
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
式
典
を
閉

じ
、
鳩
山
会
館
内
日
本
家
屋

（
は
な
れ
）
で
の
お
茶
会
へ
と

場
所
を
移
し
た
。

軽井沢友愛山荘
軽井沢友愛山荘は、１１月３０日で本年度

の営業を休止いたします。
本年度も沢山の方々にご利用いただきまし

た。この場をお借りして御礼申し上げます。
なお、来年度の利用予約受付は、平成２２

年３月１日（月）より受け付けます。皆様の
ご利用お待ち申し上げております。


